
【令和７年度】道路防災ドクター現地診断内容（１／２）

NO. 路線名 箇所名 現地診断日 診断ドクター名 変状内容 診断内容 診断後の実施内容 状況写真

1 国道42号

一般国道42
号串本町姫
地先盛土変
状

令和7年10月27日

京都大学　大西名誉教授
関西大学環境都市工学部　楠見特命
教授
京都大学経営管理大学院経営管理研
究部　肥後教授

盛土区間で、路面沈下によるク
ラックの発生が確認され、路面は
オーバーレイによる補修を行って
いるが、クラックが繰返し発生して
いる。法尻部の小型擁壁にはひ
び割れ、沈下が生じている。

当該盛土は、道路拡幅時に造成された盛土が長期的にす
べりを生じたもので、崖錐層でのせん断変位や降雨による
浸食・地下水供給が要因と推定される。大きな地震時を除
き、急激な変動の可能性は低いが、ボーリング調査や計測
監視により挙動把握が必要である。短期的にはオーバーレ
イ、長期的には支持力確認と機能再評価を行い適切な対
策を検討すべきである。

診断に基づき調
査・対策設計を実
施中。

2

国道158
号
永平寺
大野
道路

永平寺大野
道路石上地
区（12.2kp）盛
土変状

令和7年10月30日

福井大学　荒井名誉教授
立命館大学総合科学技術研究機構
深川招聘教授
福井大学学術研究院工学系部門工学
領域建築建設工学講座　藤本准教授

道路盛土舗装面にクラックが発生
した。過去から繰り返し発生して
いる経緯がある。

当該盛土は水浸沈下や基礎地盤の圧密沈下が継続する
可能性がある。安全率も低く地すべりの可能性を検討して
おくこと。ただし直ちに変形が進行する状況ではなく、継続
的な計測観測により監視することが重要である。ボーリング
等で状況把握を行い、将来的に地下水排除工や押え盛土
などの対策を慎重に検討するため、調査結果が出た時点
で、もう1回議論するほうがよい。

診断に基づき調
査方法検討済
み。防災カルテ点
検を継続で対応
中。

3

国道25
号
名阪国
道

名阪国道奈
良市米谷町
切土法面ラン
クダウン検討
（N025A086）

令和7年11月13日

大阪産業大学建築・環境デザイン学部
小田教授
関西大学社会安全学部　小山教授
京都大学経営管理大学院　大津特命
教授
神戸市立工業高等専門学校都市工学
科　鳥居教授

対策工(落石防護柵)が完成し、3
年経過した。落石は落石防護柵で
対応可能と思われるため、要対策
からカルテ対応へのランク変更を
行いたい。

法面上部には人頭大の転石や露岩・浮石が確認されるが、
待受けおよび高エネルギー吸収型の落石防護柵が整備さ
れており、落石発生時も十分対応可能と評価されている。こ
のため対策の緊急性は低く、ランクダウンで問題無い。今
後は法面上方の状況について継続的な点検を実施し、変
状の有無を監視することが重要である。

防災カルテ点検
を継続で対応
中。

4

国道25
号
名阪国
道

名阪国道奈
良市米谷町
切土法面ラン
クダウン検討
（N025A092）

令和7年11月13日

大阪産業大学建築・環境デザイン学部
小田教授
関西大学社会安全学部　小山教授
京都大学経営管理大学院　大津特命
教授
神戸市立工業高等専門学校都市工学
科　鳥居教授

対策工（崩壊土砂防護柵）が完成
し、本線への影響は低くなった。こ
のため要対策からカルテ対応へ
のランク変更を行いたい。

渓流では土砂流出が主であり、防護柵により対応可能と評
価され、現時点で大きな危険性は低い。排水施設には土砂
が堆積しやすく、定期的な清掃・維持管理などメンテンナン
スが必要である。今後は降雨と土砂移動の関係や沢幅の
変化を継続的に監視・確認しながら管理するのが良い。以
上より「要対策」から「カルテ対応」へのランクダウンが妥当
である。

防災カルテ点検を継
続で監視対応中。降
雨後の状況調査、
沢幅の広がりも含
め、引き続き調査を
行う。清掃作業と維
持作業は連携して
対処していきたい。

5

国道25
号
名阪国
道

名阪国道奈
良市米谷町
土石流箇所ラ
ンクダウン検
討
（N025E013）

令和7年11月13日

大阪産業大学建築・環境デザイン学部
小田教授
関西大学社会安全学部　小山教授
京都大学経営管理大学院　大津特命
教授
神戸市立工業高等専門学校都市工学
科　鳥居教授

対策工（土石流対策防止柵）が完
成し3年が経過した。流域内の土
砂流出に対し対応可能と思われ
るため、要対策からカルテ対応へ
のランク変更を行いたい。

沢内にはやや大きな転石が存在するものの、傾斜が緩くポ
ケット状地形もあるため、仮に土石流や倒木が発生しても
道路本線への影響は小さいと考えられる。このため対策の
緊急性は低く、上流の状況や石の動きを定期監視すること
を条件付きで、「要対策」から「カルテ対応」へのランクダウ
ンは問題ない。

防災カルテ点検
を継続で監視対
応中。

※診断内容については、当日の現地調査で得られた情報に基づくものであり、今後の調査等の新たな情報等により診断結果が変更になる可能性があります。



【令和７年度】道路防災ドクター現地診断内容（２／２）

NO. 路線名 箇所名 現地診断日 診断ドクター名 変状内容 診断内容 診断後の実施内容 状況写真

6

国道25
号
名阪国
道

名阪国道奈
良市中畑町
盛土法面ラン
クダウン検討
（25-21）

令和7年11月13日

大阪産業大学建築・環境デザイン学部
小田教授
関西大学社会安全学部　小山教授
京都大学経営管理大学院　大津特命
教授
神戸市立工業高等専門学校都市工学
科　鳥居教授

対策工(法枠工下の大規模な空充
填、縦排水溝補修)が完了。10年
以上経過したが特に問題は発生
していない。要対策からカルテ対
応へのランク変更を行いたい。

盛土法面の変状原因は縦排水の浸食であったが、現在は
排水改修により通常降雨に対して十分機能し、侵食の進行
は抑えられている。一方、小段排水は土砂で閉塞しており、
盛土表面の浸食対策と併せて定期的な清掃・維持管理が
必要である。これらの対応を前提に、ランクダウンで問題無
い。

防災カルテ点検
を継続で監視対
応中。

7

国道25
号
名阪国
道

名阪国道天
理市福住町
盛土法面ラン
クダウン検討
（25-7）

令和7年11月13日

大阪産業大学建築・環境デザイン学部
小田教授
関西大学社会安全学部　小山教授
京都大学経営管理大学院　大津特命
教授
神戸市立工業高等専門学校都市工学
科　鳥居教授

令和2年度に対策工(擁壁や橋台
の亀裂補修、盛土法面、路肩、縦
排水工の整備等)が完成し、変状
は認められない。要対策からカル
テ対応へのランク変更を行いた
い。

石積み擁壁の目地開きは橋台挙動との関連確認が必要
で、地下水の影響により背面盛土の細粒分流出や空隙化
が懸念される。水抜き対策や路面からの浸水防止を講じた
上で、水位・変位の継続監視が重要である。路面沈下は橋
台変状に起因と推測されし、今後補修検討が必要であると
思われる。対策をし継続監視を今後もする条件付きで「要
対策」から「カルテ対応」へランクダウンできる。

防災カルテ点検
を継続で監視対
応中。対策設計
を令和７年度に
実施。

8

国道483
号
北近畿
豊岡
自動車
道

一般国道483
号(北近畿豊
岡自動車道)
和田山JCT付
近の横断アー
チカルバート
の変状

令和7年12月3日

神戸大学都市安全研究センター　橘教
授
神戸大学大学院工学研究科市民工学
専攻　鍬田教授
明石工業高等専門学校都市システム
工学科　鍋島教授

アーチカルバート部に目地の開き
やひび割れおよび取付擁壁のは
らみ出しが発生している。

アーチカルバートは斜交道路による不均一荷重や土被り不
足、軟弱地盤の不同変位により変状が生じ、頂部に亀裂も
確認されている。一方、路面への影響は現時点で小さい。
雨水浸透防止や目地補修などの対策が必要である。今後
は継続的なモニタリングを行い、変状の進行状況を確認す
る。取付擁壁のはらみ出しも進行時には影響が懸念され、
水抜き等の対応が求められる。他地区もあるならば、様子
を見ておくことが望ましい。

定期点検の継続
で対応中。

9 国道1号

東山トンネル
本体及び法
面調査対策
方針について

令和7年12月12日

京都大学大学院工学研究科　岸田教
授
立命館大学理工学部　小林教授
和歌山工業高等専門学校環境都市工
学科　林教授

トンネルの滋賀側坑口上方の切
土法面に設置されたアンカー工
は、健全と思われた箇所でも付着
切れしている状況であった。また、
トンネル点検・調査の結果から、
現在検討している補修等対策内
容について伺いたい。

法面アンカーは旧式で一部に変状が見られ、地下水の影
響も大きいため、既往調査の再確認やボーリング等による
地盤・地下水状況の把握が必要とされる。山全体としては
変動している可能性はある。トンネルは流れ盤構造による
水圧の影響が懸念され、覆工背面の空洞や地質の詳細調
査が求められる。鉄板やアンカーの劣化・落下リスクもある
ため、排水対策と連携した慎重な施工と継続的な監視が重
要である。

のり面は地質調査と共
に、地下水分布性状に
ついても調査していきた
いと考えている。トンネ
ルは鋼板等撤去工事を
実施予定。並行し撤去
後の覆工コンクリートの
点検を実施する。設計
に関する留意点等、再
度、道路防災ドクターの
診断を希望。

※診断内容については、当日の現地調査で得られた情報に基づくものであり、今後の調査等の新たな情報等により診断結果が変更になる可能性があります。



【令和６年度】道路防災ドクター現地診断内容（１／３）

NO. 路線名 箇所名 現地診断日 診断ドクター名 変状内容 診断内容 診断後の実施内容 状況写真

1 国道169号

国道169号上
北山村西原
地内の崩土
による通行止
めについて

令和6年4月2日 京都大学大学院　岸田教授
モルタル吹付区間の法面が崩壊
し、崩壊土砂が道路に流入し、通
行止めとなった。

斜面上の樹木が雨水浸透や樹根の割れ目への侵入、風に
よる揺れが割れ目拡大を助長し、水みちが拡大したことに
より岩塊崩落が発生したと推察される。また、地山の弱面
や湿潤部への雨水浸透も要因と考えられる。今後は現地調
査や監視、不安定岩塊の除去、既往資料収集を行い、その
結果を基にボーリング調査等を実施して恒久対策を検討す
る。応急対応では斜面状況を確認し暫定通行の可否を判
断するとともに、亀裂部への雨水流入を防ぐ処置が求めら
れる。

助言内容を踏ま
え、早急に対策を
進めていく。

2 国道425号

国道425号下
北山村大瀬
崩土

令和6年4月12日 京都大学大学院　岸田教授
切土法面にて岩盤が崩壊し、崩
壊した岩塊が道路に到達し、通行
止めとなった。

高角度で道路側へ傾く流れ盤に多数の割れ目が存在し、
植物根の伸長により亀裂が拡大して岩盤崩落が発生したと
推察される。周辺も同様の不安定箇所が多く、落石防止網
の撤去は危険であるため、割れ目の頻度・方向・風化状況
等を調査し危険箇所マッピングを実施する必要がある。対
策はその結果を踏まえ、簡易吹付や不安定岩塊除去を行
いながら検討する。落ち残りが明確であるため、作業中も落
ち残りに注意する必要がある。

助言内容を踏ま
え、早急に対策を
進めていく。

3
府道
宇治木
屋線

主要地方道
宇治木屋線
の路肩崩落
について

令和6年5月31日 京都大学大学院　岸田教授
施工中の切土法面にて崩壊が発
生し、その上部の現道路肩も崩壊
した。

沢地形で集水しやすいところに、土砂化した風化頁岩を掘
削したことが崩壊の要因と考えられる。今後はボーリングに
よる地質調査や周辺斜面の踏査を実施し、広域的な崩壊リ
スクを検証するとともに監視体制を強化する。対策としては
崩壊面の養生による水の流入防止や排水機能の確保、路
面亀裂の除去・復旧を行い、安全確保を図る。

•測量、調査、およ
び対策工方針が
決まり次第、対策
工の妥当性につ
いてご確認いた
だく。

4 国道424号

国道424号 有
田川町修理
川崩土

令和5年6月7日 関西大学　小山教授
切土法面にて崩壊発生し、崩壊
土石が道路に到達・閉塞し、通行
止めとなった。

流れ盤構造の地質条件に加え、長年の風化や樹根の侵入
による亀裂拡大、雨水浸透によって岩盤が劣化し崩土が発
生した。今後は弱面に沿った崩壊拡大が懸念されるため、
風化岩の除去や仮設防護柵による応急対策を実施すれば
通行止めを解除して良い。恒久対策はボーリング調査を踏
まえた対策工検討をおこなう。他地区で同様の災害形態が
発生する可能性がありLPデータやSAR、熱赤外線画像等を
活用した監視・点検の強化が必要である。

助言をもとに対応
していきたい。

※診断内容については、当日の現地調査で得られた情報に基づくものであり、今後の調査等の新たな情報等により診断結果が変更になる可能性があります。



【令和６年度】道路防災ドクター現地診断内容（２／３）

NO. 路線名 箇所名 現地診断日 診断ドクター名 変状内容 診断内容 診断後の実施内容 状況写真

5 国道1号

国道1号東山
トンネル滋賀
側坑口法面ア
ンカー工の変
状(I001G006)

令和6年9月27日

明石工業高等専門学校　鍋島教授
立命館大学総合科学技術研究機構
深川招聘教授
立命館大学工学部　小林教授
和歌山工業高等専門学校環境都市工
学科　林教授

東山トンネルの滋賀側坑口上方
の切土法面に設置されたアンカー
工の複数個所に浮きが確認され
た。

斜面全体として当面の危険性は低く、対策の緊急性も高く
ないと評価されている。一方、アンカー頭部の浮きが局所的
に集中しており、アンカー側の問題か、地盤側の問題か、原
因解明が必要である。引抜き試験や地盤調査により健全性
を確認し、問題があれば増し打ちなどの対策を検討すべき
で、長期的には詳細調査が望まれる。

令和8年度以降
調査及び設計を
予定。診断後の
追加調査結果に
ついて、再度診
断を希望。

6 国道2号

国道2号神戸
市兵庫区地
先　擁壁工ラ
ンクダウン検
討(K002G004)

令和6年10月17日
神戸大学　沖村名誉教授
神戸市立工業高等専門　鳥居学校
関西大学　小山教授

欠損補修など実施済みで点検に
おいても顕著な変状の進行や沈
下は認められていない。このた
め、要対策から防災カルテによる
監視へランク変更を行いたい。

擁壁は傾斜や沈下がなく道路への影響は小さいが、震災
後30年以上を経てコンクリートの劣化が見られ、補修が望
まれる。舗装クラックは盛土劣化防止のため定期補修が必
要で、排水機能の確認も求められる。蓋の破損部は応急対
応するほか、衛星SAR解析で変位の有無を確認のこと。評
価は要対策からカルテ対応へランクダウンしてよい。

・防災点検の継
続で対応中。「要
対策」判定は「カ
ルテ対応」判定に
変更。衛星SAR
解析を実施し、東
西方向の変位は
乏しいことを確
認。

7

国道25
号
名阪国
道

名阪国道奈
良市針町地
先　擁壁工ラ
ンクダウン検
討
(N025G067)

令和6年10月28日

京都大学大学院　岸田教授
京都大学経営管理大学院　大津特命
教授
京都大学経営管理大学院　肥後教授

補修工事を実施後、擁壁部の天
端および屈曲部の軽微な亀裂に
は新たな変状は見られないことか
ら、要対策からカルテ対応へのラ
ンク変更を行いたい。

擁壁は継続観測により近年の変位増大が確認されず、孕
み出しもなく安定している。路面水の浸入による盛土への
影響が懸念されるため、排水機能の維持や表流水処理、
必要に応じた地盤確認が重要である。以上より対策の緊急
性は低く、点検範囲を拡大しつつ継続監視を行う前提で、
要対策からカルテ対応へランクダウンしてよい。

定期点検の継続
で対応中。「要対
策」判定は「カル
テ対応」判定に変
更。

8 国道42号

国道42号田
辺市稲荷町
地先　法面ラ
ンクアップ検
討(T042A990)

令和6年10月31日
京都大学　大西名誉教授
大阪産業大学　小田教授
関西大学　楠見特別任命教授

盛土法面肩部の亀裂、および擁
壁のひび割れが発生している

擁壁のひび割れは鉄筋腐食や背面地下水の影響と推定さ
れるが、化粧構造物であり安定性に大きな問題はない。ア
ンカーの変状点検を継続すること。盛土法面の亀裂は幅が
大きいものの局所的で深刻ではなく、すべりも軽微である。
開口部には砕石や砂で充填し経過観察すること。

助言いただいた
方法で砕石を入
れ、亀裂を埋め
る。定期点検の
継続で対応中。

※診断内容については、当日の現地調査で得られた情報に基づくものであり、今後の調査等の新たな情報等により診断結果が変更になる可能性があります。



【令和６年度】道路防災ドクター現地診断内容（３／３）

NO. 路線名 箇所名 現地診断日 診断ドクター名 変状内容 診断内容 診断後の実施内容 状況写真

9 国道2号

国道42号田
辺市芳養地
区　法面変状
稲荷町地先
(T042A984)

令和6年10月31日
京都大学　大西名誉教授
大阪産業大学　小田教授
関西大学　楠見特別任命教授

当該法面は建設時に度々変状が
発生し、都度対策工を実施してき
た箇所である。カルテ点検にて、
一部の亀裂に累積性、法枠工の
破断、水路工の変状、湧水、歩道
部の沈下や変形が認められる。

起点側法面は、亀裂は局所的で徐々に変形は生じている
が大規模崩壊の恐れは低い。破断部の補修と継続的な点
検・計測拡充により変化把握が必要である。のり面中央部
吹付面では亀裂や浮きがあり排水不良が原因と考えられる
ため排水対策のうえ吹付再施工が望ましい。全体として安
定しており定期点検で対応し、維持管理による現状維持を
図ることが重要である。

助言いただいた
とおり、亀裂の調
査箇所を増やし、
計測データを経
時的に確認して
いく。調査設計済
み、工事予定。

10 国道9号

国道9号観音
峠盛土部路
面沈下につい
て

令和7年1月10日 関西大学　小山教授

平成8年度以降の防災カルテ点検
及び特定土工点検においては、
顕著なクラック等の進行が見受け
られていないが衛星SAR解析の
結果では、盛土部2箇所で継続的
な変位が確認されている。

路面沈下は緊急対応を要する段階ではなく、継続的な経過
観察で対応可能と評価されている。円弧状や縦横のクラッ
クが見られるが進行は確認されず、擁壁にも異常はない。
排水状況を適切に維持することが重要で、盛土内への水の
浸入防止やN値分布の把握などを行いながら慎重に監視す
ることが望まれる。

診断結果に基づ
き対応、その後
大きな問題なし。
対策予定無し。

11 (一)談夜久野線

ゆずりトンネ
ル（談夜久野
線）の覆工コ
ンクリート背
面の空洞につ
いて

令和7年1月20日 京都大学大学院　岸田教授
トンネル覆工補修工事中、2箇所
の覆工背面に空洞が確認され、
全面通行止めとなった。

覆工コンクリートに設計より大幅な厚さ不足や背面空洞が
確認され、広範囲で打音異常も認められた。原因は施工時
の充填不足と推定され、経年劣化の可能性は低い。全線調
査で空洞状況等を把握し、応急対策後に恒久対策を検討
する必要がある。施工中断箇所は危険なため補強し、対策
期間中の定期てきに確認を実施すべきである。

別途、委員会に
て対策方法検
討。対策工実施
し、R7/11/4に通
行止め解除。

12 国道42号

国道４２号和
歌山県海南
市冷水地先
におけるL型
擁壁等の変
状について

令和7年3月27日 大阪産業大学　小田教授

L型擁壁について、令和4年10月
の変位測定開始以降、断続的に
変位が確認されている。この変状
に伴い、路面等にも変状が生じて
いる。

L型擁壁は土圧の影響による傾倒が考えられ、今後も応力
増加に伴う変形や亀裂、転倒リスクが懸念される。テールア
ルメは排水機能は確認されるが外部からの水の侵入に注
意が必要である。路面変状は局所的で緊急性は低く、当面
は監視を継続し、排水対策や変位管理基準の設定により
適切に維持管理を行うことが望まれる。

経過観測及び影
響範囲の特定を
実施中。

※診断内容については、当日の現地調査で得られた情報に基づくものであり、今後の調査等の新たな情報等により診断結果が変更になる可能性があります。



【令和５年度】道路防災ドクター現地診断内容（１／２）

NO. 路線名 箇所名 現地診断日 診断ドクター名 変状内容 診断内容 診断後の実施内容 状況写真

1 国道25号

大阪府柏原
市国分東条
町地先法面
崩落

令和5年6月3日 京都大学経営管理大学院　肥後教授
法面の表層に分布する崖錐堆積
物が崩壊し、土砂の一部が道路
に流入した。

現状ではさらなる大きな崩壊につながる可能性は低いと考
えられること、落石シミュレーションの結果からも安全性が
確保できると判断できるため、応急対策としては、土のう設
置でよい。その後、適切な監視体制を構築したうえで、上部
斜面の不安定な土砂の撤去、倒れそうな木の伐採等を行
い、応急的な安全を確保すること。恒久対策としては、法枠
工等の斜面安定対策を実施するのがよい。

崖錐堆積物層の
層厚を確認したう
えで、のり枠と鉄
筋挿入工で対応
する。

2 国道42号

和歌山県東
牟婁郡太地
町森浦地先
国道に平行す
る河川護岸の
崩落

令和5年9月6日 和歌山工業高等専門学校　林教授
道路兼用護岸擁壁が崩壊し、路
面が陥没した。

今回の被災は進行性があるものではないため、応急対策と
しては、現在実施している袋詰め玉石による対策で問題な
い。路盤、舗装、防護柵の復旧が出来れば定期的な観察を
行うこと。恒久的な対策は、大型ブロック積み擁壁またはも
たれ擁壁と前面に根固めブロックを設置することで問題な
い。

路面下の空洞の
無いことを確認
後、本復旧の検
討を行う。

3 国道26号

和歌山県和
歌山市大谷
地先軽量盛
土の変状

令和5年10月5日
京都大学　大津名誉教授
和歌山工業高等専門学校　林教授

軽量盛土（EPS工法）の下方壁面
材の損傷が顕著で、はらみ出し、
破損等の変状が見られる。

化粧パネルを貼り付けたあとでコンクリート床版を載せたこ
とで変状が発生したと想定される。施工当時の資料を再確
認すること。漏水確認のため、側溝の目地を確認し、清掃を
行うこと。変状はモルタル等で補修を行うこと。EPS材の材
質劣化を防ぐため化粧パネルの補修を早期に行うこと。沈
下量の計測については、補修後も引き続き実施すること。

診断結果に基づ
いて、計測および
対策を実施して
いく。

4 国道42号

国道42号　和
歌山県那智
勝浦町浦神
道路横法面
からの落石

令和5年10月12日 京都大学　大津名誉教授
道路横のり面で岩盤が崩壊し、落
石が道路に到達した。

トップリングの崩壊形態が考えられるが、現時点では原因
が不明であるため慎重に対応すべき事象である。応急対策
としては、交通車両側に落石が到達する可能性が低いた
め、大型どのうの設置のみでよい。ポケットやネットの裏に
たまった落石、不安定な岩塊の撤去。現状のネットを活用し
つつ、高エネルギー網やロープ掛工等を設置すること。

恒久対策工の比
較検討を行い、
対策を行う。

5 国道28号

兵庫県淡路
市釜口地先
海岸擁壁の
洗堀

令和5年10月26日

神戸大学　髙田名誉教授
関西大学　楠見教授
神戸市立工業高等専門学校　鳥居教
授

道路兼用護岸擁壁において張り
コンクリート基礎部に洗掘が確認
された。

現状見る限り道路への影響は問題ないと考える。洗堀の発
生時期が不明のため、月1回の巡視や台風等の直後に現
地状況を確認すること。擁壁下部の洗掘が進行している場
合は、応急対策として袋詰め玉石等による埋め戻しを行
い、恒久対策としてコンクリートでの根固め工を行うこと。グ
ランドアンカー工のアンカーキャップは早急に対策し、補修
完了まで状態も確認すること。擁壁上部の路面の沈下状態
も確認すること。

診断結果に基づ
いて、計測・点検
および対策を実
施していく。

※診断内容については、当日の現地調査で得られた情報に基づくものであり、今後の調査等の新たな情報等により診断結果が変更になる可能性があります。



【令和５年度】道路防災ドクター現地診断内容（２／２）

NO. 路線名 箇所名 現地診断日 診断ドクター名 変状内容 診断内容 診断後の実施内容 状況写真

6 国道8号

福井県南条
郡南越前町
大谷地先斜
面地すべりの
観測

令和5年10月26日
福井大学　荒井名誉教授
立命館大学　小林教授
福井大学　藤本准教授

過年度に診断を受けた道路を横
断する2箇所の地すべりについ
て、近年大きな変動が確認されて
いないため、観測頻度を見直した
い。

観測頻度は年4回程度でよい。積雪時期でも温暖日の融雪
があるため、リアルタイムによる動向確認は必要である。道
路に亀裂が生じるなど動きがみられる箇所は、巡視の際に
補助的に計測を行うこと。豪雨後および地震後の臨時点検
も検討すること。大規模な地すべりであり、当面はモニタリ
ングで様子を見ること。排水ボーリングが重要な働きをして
いるため、排水量を維持するために定期的な洗浄を検討す
ること。

診断結果に基づ
いて、モニタリン
グを継続してい
く。

7 国道25号

奈良県奈良
市中畑町盛
土ランクダウ
ン

令和5年11月15日
京都大学　大西名誉教授
大阪産業大学　小田教授
京都大学大学院　岸田教授

法枠内の土砂流出やのり面の侵
食、縦排水路への土砂堆積、路
面の軽微な亀裂変状が見られた
ため、H19の防災ドクターの助言
をもとに水路の補修等の対策を実
施済。その後大きな変状の進展
は認められないため防災点検の
ランク変更を行いたい。

・盛土全体は安定している。地下水位は1年間の観測の結
果、低いため、現状では構造物に悪影響はない。宙水につ
いては、安全計算により安全率が1.0を切る場合は、水抜き
ボーリングを実施すること。豪雨時に目地からの湧水を確
認し、水量と土砂流出の有無を確認すること。

豪雨時に年2回
程度の観測は引
き続き継続する。
「要対策」判定は
「カルテ対応」判
定に変更する。

8 国道24号

国道24号　京
奈和自動車
道 紀の川IC
路面変状

令和5年12月6日 京都大学　大西名誉教授
紀の川IC（オンランプ）の路面に連
続した開口亀裂が発生した。

現地変状の状況から円弧すべりが発生している可能性が
あるが、原因を特定するためにはさらなる調査が必要であ
る。そのため、ボーリング調査を実施し、すべりの範囲、変
状原因を確認することが必要である。応急対策は、変状箇
所からの水の浸透を防止し、さらなる変状進行を抑制する
こと。変状が進行している可能性があるため、動態観測に
より変状状況を把握し記録を残すこと。

診断に基づき変
状箇所の動態観
測、恒久対策の
ためのボーリング
調査を実施。

9 国道29号

兵庫県姫路
市石倉字上ノ
山姫路第二
切土17法面
変状

令和5年12月14日
神戸大学　沖村名誉教授
関西大学　小山教授
明石工業高等専門学校　鍋島教授

法面全体に亀裂と湧水跡が分布
し、亀裂が顕著な箇所は吹付が
浮いており、小破片の落下もみら
れる状態。

亀裂の状態から流紋岩の風化による崩壊の恐れは小さ
い。吹付けモルタルの施工にも問題ない。遊離石灰が多い
ことから水質の問題だと思われる。どのようなメカニズムで
遊離石灰の発生が起きているのか、水質の変化を捉えてい
く必要がある。法面全体の変形の状況により対策方法を検
討する必要があるため、定点を配置して測量等、少なくとも
1～2年程度の間は変形を確認すること。

吹付片落下に対
する応急対策を
実施するととも
に、全体の変形
を捉えるための
調査を検討する。

※診断内容については、当日の現地調査で得られた情報に基づくものであり、今後の調査等の新たな情報等により診断結果が変更になる可能性があります。


